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越河小学校

東中学校

校では、児童一人一人に、充実した学び、
安心した学校生活を保障するために「チーム

担任制」に取り組んでいます。多くの授業を学級担
任が行いますが、教科によって教頭や教科担当の
教員が授業を分担して行っています。児童はこれ
まで以上に落ち着いて集中して学習に取り組んで
おり、教員もじっくりと授業準備を行うことができ、
しっかりとした指導を行うことができます。子供た
ちの学びを支える効果的な取組となっています。

　また、本校では全校児童と教職員がランチルーム
で一緒に給食を食べたり、縦割り清掃を行ったりし
ています。このことで学級担任以外の教職員とも自
然に交流ができ、児童からは「いろいろな先生と勉
強ができて楽しい」「たくさんの先生と仲良くなれ
る」といった声が聞かれます。
　多くの教職員と関わりながら学び、生活する環境は、
子供たちの学力向上だけでなく、人間関係の広がり
や安心・安全な学校づくりにもつながっています。

本本

中学校では、地域や関係機関と連携した授
業づくりに力を入れています。

１年生は、宮城県農政部食産業振興課の事業を活
用し、プロの料理人の方を講師とし、県産食材を
使って調理実習を行いました。プロの「技」に触れ
るとともに、地域食材への理解を深めました。２年
生は、７月に白石工業高校の先生による出前授業、
９月には市内事業所のご協力をいただき職場体験
学習を行い、しっかりと自分の将来に目を向けるこ

とができました。３年生の「ゆかた着付け教室」では、
「小林豊子きもの学院和心教室」の方から、ゆか
たの着用の仕方や立ち居振る舞いなどを教えてい
ただき、日本の伝統文化の良さを味わいました。
　今後も地域の皆さま、関係機関の皆さまから協
力をいただきながら、生徒の関心を引き出し、学
ぶ楽しさを味わえる、豊かな学びとなる活動を行
います。そして生徒にとって魅力ある学習活動を
今後も展開していきます。

東東

「チーム担任制で広がる学びと安心」

特色ある学校づくりと地域・関係機関との連携

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲�教務主任による授業 ▲�縦割り清掃▲�ランチルームでの給食

▲�１年生「プロに学ぶ調理実習」 ▲�３年生「ゆかた着付教室」▲�２年生「高校出前授業」
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